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【要旨】 

哺乳類の大脳皮質・海馬などの高次脳中枢において神経回路がどのように形成され、

その性質が経験依存的に変化するのかを知ることは脳科学の中心的な課題の一つです。

神経回路が機能を獲得する上で神経細胞間でのシナプス結合の形成・除去と機能調節が

重要な役割を果たしています。私達の研究室ではシナプスの構造の可視化や分子動態の

解析を行うことによって、神経回路形成と維持におけるシナプスの形態・機能変化の果

たす役割についてこれまで研究を進めてきました。今回のセミナーでは、スパインシナ

プスの超微細形態の新しい解析手法とそれを利用したシナプス機能解析、スパインシナ

プス内部の分子動態の新しい測定手法とシナプス可塑性研究への応用といったトピッ

クスについて説明します。形態と機能が密接に関連しながら進行する、脳内でのシナプ

ス形成のダイナミクスを研究することの意義について理解を深めていただくことを目

的としています。 
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